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ふ
く
し
ま
の

　
　

が
分
か
る

　
　
　新
聞

今

２年ぶり、相馬の騎馬武者が
帰ってきた !

賠償金の一定期間分のまとめ払いが可能に

　
政
府
原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
7
月
31
日
、

楢
葉
町
に
つ
い
て
、
8
月
10
日
0
時
を
も
っ

て
、
陸
域
の
警
戒
区
域
を
解
除
す
る
と
と
も

に
、
避
難
指
示
区
域
を
新
た
に
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
に
見
直
す
こ
と
、
ま
た
、
楢
葉

町
の
東
側
、
前
面
海
域
の
警
戒
区
域
等
を
解

除
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
富

岡
町
、
大
熊
町
、
双
葉
町
及

び
浪
江
町
の
東
側
の
海
域

に
つ
い
て
、
8
月
10
日
0
時

を
も
っ
て
、
警
戒
区
域
等
を

陸
域
か
ら
約
5
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
に
縮
小
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

福
島
県
が
発
行
す
る
「
ふ
く
し
ま
の
今
が
分
か
る
新
聞
」
で
は
、
県
内
に
居
住
し
て

い
る
皆
様
、
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
に
よ
り
福
島
県
内
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る

皆
様
及
び
被
災
者
・
避
難
者
支
援
に
携
わ
る
多
く
の
皆
様
へ
、
避
難
者
支
援
の
状
況

や
福
島
の
復
興
へ
の
動
き
な
ど
「
今
福
島
県
が
何
を
行
っ
て
い
る
か
」
が
分
か
る
情

報
を
お
届
け
し
ま
す
。

創刊号

　国指定重要無形民俗文化財「相馬野馬追」は 7 月 29 日、福島県南相馬市原町区の雲雀ケ原祭
場地で２年ぶりの本祭りを行い、神旗争奪戦や甲冑競馬が復活しました。

　
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に
伴
う

賠
償
に
つ
い
て
、
国
が
被
害
を
受
け

た
自
治
体
に
意
見
や
実
情
を
う
か
が

い
な
が
ら
ま
と
め
た
「
避
難
指
示
区

域
の
見
直
し
に
伴
う
賠
償
基
準
の
考

え
方
に
つ
い
て
（
7
月
20
日
公
表
）」

の
方
針
を
受
け
、
東
京
電
力
は
財
物

の
賠
償
を
含
め
た
賠
償
基
準
を
7
月

24
日
に
公
表
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

と
し
て
宅
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い

る
個
人
、
個
人
事
業
主
、
中
小
法
人

に
対
す
る
賠
償
の
基
準
や
精
神
的
損

害
、
就
労
不
能
損
害
、
営
業
損
害
等

の
包
括
払
い
（
一
定
期
間
分
を
ま
と

め
て
支
払
う
）
等
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
東
京
電
力
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.tepco.co.jp/

）

ま
た
は　
福
島
原
子
力
補
償
相
談
室

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

　
（
午
前
9
時
～
午
後
9
時
）
へ

発行：福島県避難者支援課　☎024-523-4157

絆ふくしまの

　

警戒区域と避難指示区域

避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に
伴
っ
て

賠
償
基
準
を
公
表

2012年8月31日
8
月号

経済産業省のＨＰへ
http://www.meti.
go.jp/earthquake/
nuclear/kinkyu.
html#shiji

平成24年7月31日現在

　
福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
そ
の
後

の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
り
、
多
く
の
県
民
が
健
康
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
長
期
に
わ
た
り

県
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
見
守
り
、
将
来
に

わ
た
る
健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
県
民
健
康
管
理
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
県
民
健
康
管
理
調
査
」
は
、
大
き

く
分
け
て
、
震
災
後
最
も
空
間
線
量
率
が
高

か
っ
た
時
期
の
外
部
被
ば
く
線
量
を
推
計
す

る
「
基
本
調
査
」
と
、「
甲
状
腺
検
査
」「
健

康
診
査
」「
こ
こ
ろ
の
健
康
度
・
生
活
習
慣
に

関
す
る
調
査
」「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」
の

4
つ
の
調
査
か
ら
な
る
「
詳
細
調
査
」
と
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、「
詳
細
調
査
」
の
中
の

「
甲
状
腺
検
査
」
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
見
守
る
「
甲
状
腺
検
査
」

　
震
災
当
時
概
ね
18
歳
以
下
の
す
べ
て
の
県

民
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い

る
「
甲
状
腺
検
査
」
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
健
康
被
害

と
し
て
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
汚
染
さ
れ
た
ミ

ル
ク
等
を
摂
取
し
続
け
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

事
故
後
4
～
5
年
か
ら
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
の

内
部
被
ば
く
に
よ
る
小
児
の
甲
状
腺
が
ん
の

増
加
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
甲
状

腺
に
結け
っ
節せ
つ
（
し
こ
り
）
な
ど
が
な
い
か
、
超

音
波
診
断
装
置
を
使
っ
て
甲
状
腺
の
状
態
を

長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
調
べ
る
こ
と
に

し
た
も
の
で
す
。

県
外
で
の「
甲
状
腺
検
査
」も
最
終
調
整
中

　
現
在
行
っ
て
い
る
検
査
は
、
第
1
回
目
の

検
査
（
先
行
検
査
）
で
、
現
時
点
で
の
甲
状

腺
の
状
態
を
調
べ
る
も
の
で
す
。
平
成
26
年

3
月
ま
で
に
、
対
象
者
約
36
万
人
の
検
査
を

終
了
さ
せ
、
引
き
続
き
、
平
成
26
年
4
月
か

ら
第
2
回
目
以
降
の
検
査
（
本
格
検
査
）
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
本
格
検
査

は
、
20
歳
に
な
る
ま
で
は
2
年
ご
と
、
そ
れ

以
降
は
5
年
ご
と
に
継
続
し
て
検
査
を
行
い
、

甲
状
腺
の
状
態
を
長
期
に
わ
た
っ
て
確
認
し
、

そ
の
変
化
を
と
ら
え
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
県
外
で
の
「
甲
状
腺
検
査
」
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
現
在
県
外
の
医
療
機
関

と
の
最
終
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

検
査
の
案
内
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
査
対
象

者
に
対
し
、
個
別
に
、
福
島
県
立
医
科
大
学

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら

通
知
い
た
し
ま
す
。

 「
県
民
健
康
管
理
調
査
」
に
関
す
る
お
問
合
せ

福
島
県
立
医
科
大
学 

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
（
県
民
健
康
管
理
調
査
事
務
局
）

☎
０
２
４-

５
４
９-

５
１
３
０

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

個
人
に
対
す
る
賠
償
の
項
目

 

避
難
指
示
区
域
内

○
宅
地
・
建
物
に
係
る
賠
償

○
家
財
に
係
る
賠
償

○
個
人
が
所
有
す
る
建
物
の
修
理
費
用
等
に
係
る

賠
償
金
の
先
行
支
払
い

○
精
神
的
損
害
に
係
る
賠
償
金
の
包
括
払
い
導
入

○
就
労
不
能
損
害
に
係
る
賠
償
金
の
包
括
払
い
導
入

○
避
難
・
帰
宅
等
に
係
る
費
用
の
賠
償
金
の
包
括

払
い
導
入

 

旧
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
内

○
住
宅
等
の
補
修
・
清
掃
費
用
に
係
る
賠
償

○
精
神
的
損
害
に
係
る
賠
償
金
の
包
括
払
い
導
入

○
就
労
不
能
損
害
に
係
る
賠
償

○
避
難
・
帰
宅
等
に
係
る
費
用
の
賠
償
金
の
包
括

払
い
導
入

○
早
期
帰
還
さ
れ
た
方
等
へ
の
精
神
的
損
害
に
係

る
賠
償

 

旧
屋
内
退
避
区
域
お
よ
び
南
相
馬
市
の
一
部
地
域

○
住
宅
等
の
補
修
・
清
掃
費
用
に
係
る
賠
償

○
就
労
不
能
損
害
に
係
る
賠
償

　

原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
の
電
話
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
※
祝
日
休
み

☎
０
２
４-

５
２
３-

１
５
０
１

　
毎
週
水
・
金
曜
日（
午
後
１
時
～
５
時
）

「甲状腺検査」「甲状腺検査」

嚢胞や結節があった場合、今回の原発事故による
放射線の影響が出ているということでしょうか？

※結節・嚢胞とは？…結節とは、いわゆるしこりのことで、甲状腺の一部にできる充実性の（中身の詰
まった）塊です。嚢胞とは、水（体液）がたまった袋状のもののことです。甲状腺に小さな結節や嚢胞が
認められること自体は決して稀なことではありません。嚢胞は多くの人に認められ、生まれつきある場合
もありますし、成長過程で一時的に現れて成長とともに消えていく場合もあります。5.0㎜以下の結節
は、長期の経過観察でも増大することは非常に稀です。甲状腺の結節や嚢胞などは、超音波検査装
置の進歩によって、極めて小さなものまで確認できるようになっています。

　なお、検査は、甲状腺に関する専門医が行うとともに、結果の判定は、超音
波検査の画像を複数の専門医で確認、協議して行っています。また、嚢胞の
中に結節（しこり）を伴うものがありますが、今回の検査では、結節（しこり）と
して判定しています。

　これまで報告されている被ばく線量を踏まえると、東京電力福島第一原
子力発電所の事故から1年5か月余りの現段階で、原発事故による放射線被
ばくの影響が出ているとは考えにくく、今回の検査の結果認められた結節
や嚢胞は、以前から存在していたものが超音波検査により見つかったと考え
られます。
　しかしながら、チェルノブイリ原発事故後に明らかになった健康被害とし
て、事故後4～5年から小児の甲状腺がんの増加が報告されていることを踏
まえ、長期にわたって甲状腺の状態を確認していくことが必要だと考えてい
ます。そのため、今回の第1回目の検査（先行検査）終了後、平成26年4月以
降、20歳までは2年ごと、それ以降は5年ごとに継続して検査を行っていくこ
ととしていますので、今後も定期的に継続して検査を受診されることをお勧
めします。

結果の判定はどのようになされているのですか？Q

Q

超
音
波
検
査

検
査
結
果

二次検査の必要
がない場合（A）

結節（けっせつ）や嚢胞（の
うほう）※を認めなかった
場合（A1）

さらに詳細な
超音波検査、
血液検査、尿
検査、必要に
応じて穿刺吸
引細胞診

20
歳
ま
で
は
２
年
ご
と
、そ
れ
以

降
は
５
年
ご
と
に
継
続
し
て
検
査

小さな結節や嚢胞が認
められた場合（A2）

二次検査をお勧めする場合（B）
5.1㎜以上の結節や20.1㎜以上の嚢胞を認めた場合
甲状腺の状態等から二次検査を要すると判断された場合

ただちに二次検査を受けていただくことが必要な場合（C）
甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次検査を要する
と判断された場合

第
２
回
目
以
降
の

検
査（
本
格
検
査
）

二次検査

教えて！

県
民
健
康
管
理
調
査

ふ
く
し
ま
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
見
守
る

電話相談
実施中 !

楢
葉
町
等
の
警
戒
区
域
を
解
除

※
紙
面
の
都
合
上
、
個
人
に
対
す
る
項
目
の
み
掲
載



ホールボディカウンター検査について

全市民の検査を目指して
独自に導入！

お知らせ
　
平
成
24
年
１
月
１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た

「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」
に
基
づ

き
、
除
染
が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
施
設
・
土
地
の
用
途
や
放
射

線
量
に
応
じ
て
優
先
度
を
設
定
し
、効
率
的･

効
果
的
な
除
染
方
法
の
確
立
や
除
染
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

 

国
に
よ
る
除
染

　
警
戒
区
域･

計
画
的
避
難
区
域
を
抱
え
る

11
市
町
村
は
「
除
染
特
別
地
域
」
に
指
定
さ

れ
、
国
に
よ
る
本
格
的
な
除
染
が
行
わ
れ
ま

す
。
8
月
31
日
時
点
で
、
６
市
町
村(

飯
舘

村･

川
俣
町･

南
相
馬
市･

川
内
村･

楢
葉

町･

田
村
市)

の
計
画
を
策
定
済
み
。
さ
ら

に
田
村
市
で
は
、
本
格
除
染
作
業
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

市
町
村
に
よ
る
除
染

　
自
然
環
境
や
医
療
行
為
か
ら
受
け
る
も
の

を
除
い
た
放
射
線
量
が
１
時
間
あ
た
り
０
・

２
３
μ
Ｓ
ｖ
（
年
間
1
ｍ
Ｓ
ｖ
）
以
上
の
区

域
で
は
、
各
市
町
村
が
中
心
に
な
っ
て
除
染

を
行
い
ま
す
。
8
月
31
日
時
点
で
、
35
市
町

村
で
計
画
が
策
定
済
み
で
す
。
各
市
町
村
の

取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問 

福
島
県 

除
染
対
策
課

　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
７
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法
整
備
で
進
む
除
染

全
施
設
で

給
食
を
チ
ェ
ッ
ク

「
ふ
く
し
ま
の
赤
ち
ゃ
ん

電
話
健
康
相
談
」
開
設

　福島県では、市町村の協力をいただき、現在、主に浜通り
や中通りの小 ･ 中学校等を巡回して、18 歳以下の子どもや妊
婦を優先して検査を実施しており、８月までに約 72,000 人
が検査を受けています。なお、検査は、市町村と日程等調整
しながら実施しています。
　また、県外での検査については、現在、新潟県で実施して
いますが、９月からは青森県（弘前大学 医学部附属病院）に
おいても検査を開始しており、今後とも他県の協力を得なが
ら検査の拡大を図ることとしています。

　郡山市では、ホールボディカウンターを導入し、６月から
検査を開始。平成 24 年度は次の方を優先して実施中です。

❶震災当時または現在、妊娠中の方
❷平成18年４月２日〜平成20年４月１日までに生まれた
　未就学児
❸小・中学生

　これまでに約11,000人が受検。すでに結果が出た約8,900
人については、預託実効線量が全員 1mSv 未満でした。

問 郡山市保健所 放射線健康管理センター
　 ☎ 024-924-0201

福
島
県
が
運
営
す
る
、
農

林
水
産
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
情
報
検
索
サ
イ
ト

「
ふ
く
し
ま
新
発
売
。」

　
出
店
の
お
い
し
い
食
べ
物
や
バ
ザ
ー
を

楽
し
む
秋
の
お
祭
り
。
富
岡
町・川
内
村・

双
葉
町
の
方
の
お
店
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
10
月
13
日
㈯

　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

郡
山
市
役
所
北
側 

庭
園
駐
車
場

問 

郡
山
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
２
４-

９
２
４-

３
３
５
２

　
各
団
体
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ

発
表
等
が
楽
し
め
ま
す
。

日
時　
10
月
14
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
2
時

場
所　
須
賀
川
ア
リ
ー
ナ

　
　
　

ア
リ
ー
ナ
駐
車
場
（
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

　
　
　

須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

問 

子
ど
も
の
祭
典
実
行
委
員
会
事
務
局
（
須
賀

川
市
教
育
委
員
会 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）

　

 

☎
０
２
４
８-

８
８-

９
１
７
１

　
新
潟
県
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ
、

広
域
的
な
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
行
政

や
専
門
家
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
、
お

子
さ
ん
も
楽
し
め
る
催
し
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所　

⃝

9
月
15
日
㈯　
白
玉
の
湯 

泉
慶
（
新
発
田
市
）

⃝

9
月
17
日（
月・祝
）
　
柏
崎
市
民
プ
ラ
ザ（
柏
崎
市
）

⃝

9
月
22
日（
土・祝
）
　
　
ハ
イ
ブ
長
岡
（
長
岡
市
）

※
い
ず
れ
も
午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

問 

新
潟
県 

広
域
支
援
対
策
課

　

 

☎
０
２
５-

２
８
２-

１
７
７
５

　福島市は、避難者向け窓口を
山形県内に開設。行政事務手続
きの相談、放射線量や除染の情
報提供等を行っています。

〈山形市〉
日時 水曜･金曜 午前 10 時〜午後４時
場所 山形市総合スポーツセンター

〈米沢市〉
日時 火曜･木曜 午前 10 時〜午後４時
場所 米沢市置賜総合文化センター
問 福島市 危機管理課
　 ☎ 024-525-3793

避難先情報のご提供をお願いします。
　被災した市町村から、他の市町村 ( 県外を含む ) に避難した
場合は、避難先 ･ 避難元の両方の市町村へご連絡ください。
　また、その後さらに避難先を移動された場合や、避難を終了
された場合についても、避難先 ･ 避難元の両市町村への連絡を
お願いします。

《 避難されている皆様へ 》

●
大
玉
村　
昨
年
度
は
教
育
施
設
の
表
土
除

染
済
み
。
住
宅
地
を
中
心
に
、
農
地
の
除

染
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
住
宅
除
染
の
結

果
、
空
間
線
量
が
約
半
分
に
減
る
と
い
う

効
果
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
郡
山
市　
低
線
量
地
区
を
除
く
小･

中
学

校
や
幼
稚
園･

保
育
所
の
表
土
は
除
去
済

み
。
先
行
除
染
の
結
果
を
生
か
し
、
住
宅

を
含
む
全
市
的
な
除
染
を
推
進
中
で
す
。

●
須
賀
川
市　
低
線
量
地
区
を
除
く
小･

中
学

校
、
幼
稚
園･

保
育
所
等
は
除
染
済
み
。
い

わ
せ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
あ
お
ば
行
政
区
で
は
、

住
宅･
公
園･

道
路･

隣
接
森
林
等
が
対
象

の
除
染
事
業
を
7
月
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

　
郡
山
市
で
は
２
学

期
か
ら
、
給
食
セ
ン

タ
ー
２
カ
所
と
自
校

給
食
校
64
校
の
全
て

に
、
放
射
性
物
質
の

検
査
機
器
を
配
備
し

ま
す
。
郡
山
市
が
設

定
し
て
い
る
給
食
の
基
準
値
10
ベ
ク
レ
ル
を

超
え
て
放
射
性
物
質
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

備
え
、
代
替
食
と
し
て
レ
ト
ル
ト
食
品
も
準

備
。
給
食
の
前
に
検
査
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
安
心
に
取
り
組
み
ま
す
。

問 

郡
山
市 

学
校
管
理
課

　

 

☎
０
２
４-

９
２
４-

３
４
２
１

　
郡
山
市
で
は
、
販
売
に
供
す
る
農
林
水
産

物
の
放
射
性
物
質
検
査
を
無
料
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問 

郡
山
市 

営
農
推
進
課

　
 
☎
０
２
４-

９
２
４-

３
７
６
１

　
妊
娠
中
の
方
や
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
保
護
者
の
方
の
、
健
康
や
育
児
の
不

安･

悩
み
に
対
応
す
る
た
め
開
設
。
現
在
県

外
に
お
住
ま
い
の
方
や
、
里
帰
り
で
県
内
に

お
い
で
の
方
も
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
が
あ
れ
ば
、
母
乳
の
放
射

性
物
質
濃
度
検
査
を
無
料
で
実
施
。
申
込

後
、
お
届
け
す
る
容
器
に
自
宅
で
母
乳
を
取

り
、
検
査
機
関
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談（
助
産
師
）・
検
査
は
同
電
話
番
号
で
受
付

■
福
島 

☎
０
２
４-

５
７
３-

０
２
１
１

 
 

☎
０
８
０-

２
８
３
５-

９
９
８
８

■
会
津　

 

☎
０
２
４
２-

８
５-

８
３
０
３

■
い
わ
き 

☎
０
８
０-

２
８
２
６-

４
６
０
４

 
 

☎
０
８
０-

２
８
２
７-

３
０
０
５

時　

間 

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
除
く
）

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

料　

金 

相
談
・
検
査
・
送
付
料
と
も
無
料

　
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
が
、
平
成
24
年

10
月
１
日
よ
り
、
県
内
一
律
18
歳
ま
で
（
18

歳
に
達
す
る
年
度
の
３
月
末
日
ま
で
）
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が

対
象
で
、
健
康
保
険
適
用
時
の
自
己
負
担
分

（
診
察
費
や
入
院
時
食
事
療
養
費
等
）
に
つ

い
て
助
成
さ
れ
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
た
め

の
手
続
等
、
詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
町
村

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
郡
山
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
が
、
市

外･
県
外
で
自
己
負
担
し
た
予
防
接
種
の
費
用

を
、
郡
山
市
で
定
め
た
額
の
範
囲
内
で
払
い
戻

し
ま
す
（
償
還
払
い
）。
対
象
年
齢
や
必
要
書

類
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

郡
山
市
保
健
所 
地
域
保
健
課

　

 

☎
０
２
４-

９
２
４-
２
１
６
３

平成 24 年８月 23 日午前８時のモニタ
リング結果です。各地方（570 箇所）で
測定された最小値と最大値を
お知らせします。

地方ごとの最新
測定値はこちら

福島県避難者支援ブログ
各市町村の詳細な観測地点や最新の測定結果を閲覧できます。
http://plaza.rakuten.co.jp/fukushimahinan/

（単位 :μSv/h）

0.06～0.23
会津地方

0.09～1.49
県北地方

0.10～
33.80

相双地方

0.06～0.78
いわき地方

0.07～1.16
県中地方

0.05～0.45
県南地方0.04～0.11

南会津地方

環境放射能の測定結果 県内でのイベント県外での避難者支援イベント

平
成
24
年
度　
こ
お
り
や
ま

市
民
活
動
交
流
フ
ェ
ス
タ

郡山市
第
36
回 

子
ど
も
の
祭
典

須賀川市
ふ
る
さ
と
絆
交
流
会

新潟県

市町村ごとの

最新結果は

こちら！

WBC

市町村名 発 注 実 績
福島市 7,474 1,108

二本松市 2,318 25

伊達市 2,561 39

本宮市 2 2

桑折町 116 0

川俣町 4 4

大玉村 489 49

郡山市 147 1

須賀川市 102 0

市町村名 発 注 実 績
田村市 2,000 0

鏡石町 3 3

泉崎村 1 0

湯川村 446 446

相馬市 165 15

南相馬市 337 17

広野町 1,908 1,256

川内村 961 433

いわき市 50 5

合　計 19,084 3,403

市町村による住宅除染の実施状況 
（平成24年7月末時点）

（※数字は住宅戸数を表す。）

■ ホールボディカウンター検査に関するお問い合わせ先
問 福島県 地域医療課
　 ☎ 024-521-7221
※なお、これまでの検査実施状況等については、下記の福島県ホーム
　ページでご覧いただけます。
[URL]
http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/PortalServlet?DISPLAY_
ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=10749

農
林
水
産
物
の
無
料
検
査
、

受
け
付
け
ま
す
。

子
ど
も
の
予
防
接
種
の

払
い
戻
し
を
受
付
中

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
す

対象 予防接種の種類 接種の時期

県
外

BCG・三種混
合・二種混合・
麻しん風しん
混合・日本脳
炎・子宮頸が
ん予防(HPV)・
ヒブ・小児用
肺炎球菌

平成23年
４月１日
以降

市
外

水痘
（水ぼうそう）

平成23年
５月30日
以降

おたふくかぜ
平成23年
9月１日
以降

原
子
力
災
害

放射線に関して 電話相談窓口（政府原子力災害対策本部）
0120-988-359

月曜〜金曜：午前8時30分〜午後8時
土･日･祝日：午前8時30分〜午後6時

原子力損害賠償に
関して

福島県 問い合わせ窓口
☎024-523-1501

月曜〜金曜（祝日は除く）
午前8時30分〜午後8時
※水曜・金曜の午後１時〜午後５時は、
　弁護士による法律相談を実施

生 

活

仮設住宅への入居や、
被災住宅の改修に関
して（福島県内）

被災者住宅相談窓口　専用ダイヤル
☎024-521-7698

月曜〜金曜（祝日は除く）
午前９時〜午後５時

県外に避難した人の
相談

福島県庁 避難者支援課
☎024-523-4157
または、避難元・避難先の自治体

月曜〜金曜（祝日は除く）
午前8時30分〜午後５時15分

健 

康
県民健康管理調査に
関して

県立医科大学 県民健康管理調査
事務局　☎024-549-5130

月曜〜金曜（祝日は除く）
午前９時〜午後５時

そ
の
他

県政に関する相談 福島県庁 県民広報室 県政相談コーナー
0120-899-721　☎024-521-7017

月曜〜金曜（祝日は除く）
午前９時〜正午、午後１時〜午後４時

主な震災関連相談窓口 

検 索検 索福島県  地域医療課

山形県に窓口開設！

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

郡山市

郡山市

郡山市

郡山市

福島市


